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序文

基礎看護学実習に関する研究は従来数多く報告さ

れているが，実習レポ}トの内容についての分析

は，まだ少数である.

矢口らlJは， Iレポートには学習者が一番印象深く

受け取ったもの，問題意識を強く持ったものが表れ

る.Jと述べている.教員は学生の学習状況の実情を
あらゆる機会を通してとらえ理解することが重要で

あるが，その際学生を理解する手がかりとして文字

で書かれたレポートは，時間が経過しても消えず何

度でも読み返すことが可能で，分類や比較が容易で

ある.

そこで，本研究において基礎看護学実習 1-①終
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了後のレポートの内容を分析した結果，2日間の実習

で学生が学んだことや今後の教育的課題についての

知見が得られたので，ここに報告する.

方法

1 .研究目的

1 )基礎看護学実習 1-①終了後のレポートに表

現されている実習での学びの特徴を明確にし分

類する.

2 )実習目標に沿って学んだ内容を明らかにす

る.

3)学生の学びにもとづき今後の教育的課題を構

築する.

2.研究対象

本学看護学科 1 年生49名 (18~19歳女子)が基礎

看護学実習終了後に提出したレポート (1400字程

度)である.

3.基礎看護学実習 Iー①の概要

(1) 実習の目的

看護の対象についての理解を深め，生活援助

のあり方を学ぶ.

(2) 実習目標

病院や施設の見学を通して，患者の療養環境

について理解を深め，看護学，看護実践の学習

への動機づけとする.

① 地域社会の保健医療福祉施設の現状を知り

医療施設の機能について理解を深める.

② 医療施設の機構と構造について理解する.

③ 医療施設に働く医療チームの人々について

知る.

(3) 実習の行動目標

①看護の対象を知る

入院患者，施設入所者・利用者との対話を

通して病床での生活と心理を知る.

② 入院患者・施設入所者の生活環境を知る.

病院および施設の構造と設備について知

り，生活環境としての条件を知る.

(4) 実習方法

前日に全体およびグループに対するオリエン

テーション(目的・目標・場所・事前学習な

ど)を行なった.2日間の実習は，総合病院と特

別養護老人ホームまたは老人福祉センターのい

ずれかで 1日ずつ，見学を中心に行なった.実

習終了翌日には，それぞれの体験内容をもとに

グループ討議したものを全体で発表し，学びの
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表 1 カテゴリ一、サブカテゴリーの内容

カァゴリ サブカァゴリー
1.施設の概要 A.方針・目的

B.事業内容
C.組織・看護体制
D.モットー-重点目標

2.対象理解 A.身体的理解
B.心理的理解
C.社会的理解

3.看護とは A. 日的
B.役割・機能
C.看護婦の資質

4.環境 A.構造
①病院(外)
②病棟
③病室
B.病室内環境
①清潔・整頓
②気温・湿度・気流
③屋内空気・におい
④採光
⑤物音
⑥感覚的満足
⑦プライパシー
⑧全体
C.病床
①ベッド
②寝具
③その他

確認や共有をした.

指導体制は本学専任教員と助手の 2人ずつの

ベアで1グループ(学生5人)の担当とし，行

動をともにした.実習記録は，施設毎の体験記

録と実習を終えてのレポートとし実習終了後2

週間目に提出させた.

4.研究方法

レポートの丈章を文脈で区切り分析単位とした.

その結果，1文章 1単位とは限らず，複数の文章で 1

単位(以下，件数とする)となるものもあった.

そして次の各段階においては看護教員 4人で協議

し合意を得ながら分析を進めていった.

1)第 l段階

まず各文脈について，体験のとらえかたとし

ての記録内容の類似性に従って. iわかったこ

とJ(実習の中で見たり聞いたりしてとらえこ
との記述)， i考えたことJ(見聞きした事柄の
意味や今までの体験や知識とつなぎ合わせて考

えたことの記述)， i調べたことJ(実習の中で

の疑問を文献で調べたりした内容の記述)， i自

己の課題J(実習を通して得られたものについ

て今後自分が考えたり学んでいかなければなら

ないことについての記述)， i実習に対する気持

ちJ(レポートの課題とは別に，実習に対する
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表2 記録内容別の文脈件数の合計

文脈件数 わかったこと 考えたこと 調べたこと 自己の課題 実習に対するもの 合計

上位8名の合計 100 (54.0) 51 (27. 6) 

下位9名の合計 23 (41. 8) 10 (18.2) 
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図1 記録内容別の文脈件数

学生の素直な気持ちが現れている内容の記述)

の5つに分類した.

2 )第2段階

「わかったことJI考えたことJI調べたこと」
自己の課題」に含まれる記述内容を，基礎看護

学実習 1-①の実習目標を念頭において分析

し，内容を忠実に反映したカテゴリーネームを

つけ表1の結果が得られた.

3 )第 3段階

各カテゴリーごとの文脈件数を算出し量的デ

ータとしての分析を行なうとともに，記述内容

の分析を行なった.

結果

1 .レポートの文脈件数について

学生のレポートから抽出できた文脈の総数は625

件であった.学生 1人あたりの件数は26件から 4件

と幅があり，平均12.8件であった.

2.記録内容の種類による分類 (図 1) 

「わかったことJ289件 (46.2%)， I考えたこと」
197件 (31.5%)， I調べたことJ5件 (0.8%)，I自
己の課題J89件 (14.2%)，I実習に対するものJ45 
件 (7.2%)であった.

また文脈数の多い上位 (20件以上)8名と下位(7 

件以下) 9名を，記録内容の種類について比較して

みると表2のようになった.
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図2 カテゴリー別の文脈件数

直彊コ
120 

100 

80 

60 

40 

20 

o 

185 (100) 

55 (100) 

直室亙薗

環機

施訟の綴要 対象理解 看穫とは 環境

図3 カテゴリー別の記録内容

3. カテゴリー別の文脈件数 (図2) 

「わかったこと」・「考えたことJ. ["調べたこ
と」・「自己の課題J( I実習に対する気持ち」を
除く)の計580件の内容をカテゴリー別に見ると，“施

設の概要"151件 (26.0%)，“対象理解"132件

(22.8%) ，“看護とは"177件 (30.5%)，“環境"

120件 (20.7%)であった.

次に各カテゴリーを記録内容で分類すると図 3の

結果が得られた.

“施設の概要"151件内では， Iわかったこと」が
96件(63.6%)，続いて「考えたこと」が50件(33.1%)，

「調べたこと」は 1件， I自己の課題」は4件であ

った.

“対象理解"132件内でも「わかったこと」の件
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図4-1 カテゴリー“施設の概要"
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数が最も多く65件 (49.2%)，r考えたことj48件
(36.4%) ， r自己の課題J19件 (14.4%)であった.
“看護とは"177件内では「考えたこと」が71件

(40.1%)と最も多く，続いて「自己の課題」が65

件 (36.7%)であった.rわかったこと」は37件
(20.9%)， r調べたこと」が4件見られた.
そして“環境"120件内では「わかったこと」が

91件 (75.8%)，r考えたことJが28件 (23.4%)で
ありー残りは「自己の課題j1件という結果であっ

た.

4.サブカテゴリーの文脈件数

さらにそれぞれのカテゴリーでどのような内容に

学生が興味を持ちレポートで報告しているかをサブ

カテゴリーに分類しその結果を図 4-1~4 に示し

た.

“施設の概要"総数151件(図4-1)からは‘方

針・目的.26件(17.2%)，‘事業内容.41件(27.2%)， 

‘組織・体制.19件 (12.6%)， ・重点目標.65件

(43.0%)の4つのサブカテゴリーが得られた.

“対象理解"総数132件(図4-2)からは， ‘身
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図4-2 カテゴリー“対象理解"
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図4-4 カテゴリー“環境"

体的理解.21件(15.9%)，‘心理的理解.76件

(57.6%) ，‘社会的理解.35件 (26.5%)，の3つの

サブカテゴリーが得られた.

“看護とは"総数177件(図 4-3)からは，‘看

護婦の資質.76件 (42.9%)，‘役割・機能， 68件

(38.4%) ， ‘目的.33件(18.6%)の3つのサブカ

テゴリーが得られた.

“環境"総数120件(図4-4)からは， ‘構造'

82件 (68.3%)， ・病室内環境， 33件 (27.5%)，‘病

床， 5件 (4.2%)の3つのサブカテゴリーが得ら

れた.

6. I実習に対する気持ちjについて
総数は実習前7件，実習後38件で45件であった.

内容を実習前後で比較すると，実習前では「不安」

や「緊張」の記述を認めた.実習後は， r意欲J， r感
謝j，I実感J，r反省j，r疑問j，r安心」などの記述
が見られた.
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考察

1 .文脈数の個人差について

学生のレポートには，2日間の経験全体をまんべん

なく記述しているものと、印象に残った内容につい

て状況を詳しく述べつつ思考を深め結論に至る過程

を示したものがあり，文脈を単位とした場合，前者

は文脈数の増加，後者は減少につながったと思われ

る.

また情緒的・主観的表現の多いレポートもあり，

レポートの文章表現について指導の必要性があると

考える.

2.記録内容の種類について

レポート全体では， rわかったことJ(46.2%) と
「考えたことJ(31. 5%)の記述件数の割合が合わ
せて 8割を占めていた.見学や説明を聞くことの多

かった今回の実習において， rわかったこと」の内
容を羅列し，それについて「考えたこと」を続けて

述べる形で記述しているため，文脈数の増加につな

がったものと考える.しかし「調べたこと」が5件

と少数であり，今後文献の学習・活用について指導

していくことが必要と考える.また「自己の課題」

(14.2%)については， rわかったことJr考えたこ
と」を自分の中で統合して記述しているため，文脈

数が少なくなったと思われる.最後に「実習に対す

る気持ちJ(7.2%) については，レポートの課題と
なっていなかったため件数は少なかったが，レポー

トの構成の一部として学生の気持ちが自然に表現さ

れていた.

文脈数の個人差について20件以上のレポートと 7

件以下のレポ}トを比較すると，表 2に見られるよ

うに，文脈数の多いレポートは「わかったこと」お

よび「考えたこと」の記述件数の割合が多く，それ

に比べて文脈数の少ないレポートは割合が少なくな

っていた.また文脈数の少ないレポートは文脈数の

多いレポートに比べ「自己の課題」の占める割合が

高い傾向にあったが，記述件数そのものに差は見ら

れず，全員が何らかの課題を見出していた.

3. カテゴリー別の文脈件数について

各カテゴリーの文脈件数の結果より，“施設の概

要.. (26.0%)，“対象理解.. (22.8%)，“看護とは"

(30.5%) ，“環境.. (20.7%)が同程度のばらつき

でとらえらnているといえる.
また，カテゴリー内での記録内容の種類につい

て，“施設の概要"“対象理解"“環境"においては

「わかったこと」の文脈件数が一番多いのに対し“看
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護とは"では「考えたことJr自己の課題」の多さ
が目立った.見学や看護の対象者とのコミュニケー

ションが中心の初めての実習では，看護実践を行な

って経験から看護について学ぶというより見聞きし

たものから改めて，これから目指そうとする看護に

ついて，また自己の内面に日を向けて，認識や思考

を深めることが多かったと考えられる.また「調べ

たことJの文脈数の 5件中 4件がこのカテゴリーに
含まれており，やはり最も意識・関心が高かったと

思われる.

4.サブカテゴリーの内容

“施設の概要"のサブカテゴリーでは‘重点目標'

(43.0%)の件数が最も多かった.これは実習の中

で施設側からの説明・解説が，その施設における重

点目標を中心に述べられていたため，学生が素直に

受け止めレポートに記述した結果だと思われる.

“対象理解"のサブカテゴリーではり心理的理解'

(57.6%)が最も多かったのは，コミュニケーショ

ンを中心とした関わりのなかで対象者が自分の心情

を話すことが多かったことと，学生が対象理解の中

でも心理面に重点を置いたためと思われる.また，

コミュニケーションの中で家族の話題に触れたり，

地域での施設の役割などについて考えたことが‘社

会的理解'の記述につながった.それらに比べて

‘身体的理解'の記述が少なかったのは，専門基礎

分野および専門分野の授業の進度が関係していると思われる.

“看護とは"のサブカテゴリーでは‘看護婦の資

質. (42.9%)の件数が多かったが，これは現場で

直接看護者の姿や対象者の言葉に触れ，学生が目指

す看護者としてのあり方や自分の課題を見出してい

ったためと考える.‘目的'についての件数が少な

かったのは，まだ学生が看護への学習が始まったば

かりで意識してとらえられるまでにはいたっていな

いため，レポートに表現しきれなかったと思われ

る.

“環境"のサブカテゴリーで-構造について'

(68.3%)の記述が多かったのは，実習目標の中に

実習病院や施設の見学を通して患者の療養環境につ

いて理解を深めるという内容があったこと，施設全

体の見学も行なったことから注目度が高く，レポー

トにも書きやすかったためと思われる.

5. r実習に対する気持ち」について
実習前では，何もかも初めてという実習に対する

「緊張」ゃ「不安」の内容の記述が主であり，実習

後では「意欲」や「感謝」といった記述が主だ、った

ことから，実習を行うことにより不安や緊張以上に



前向きな気持ちが大きくなったようである.安井ら2)

は実習における「戸惑い」という単に心理的体験を

次への学習・行動化へ結び、つけるため，忘れないう

ちに想起させ整理させることの大切さを述べてい

る.実習評価には現れにくいこのような学生の気持

ちも考慮し，学習活動を促す指導を行なっていきた

いと考える.

6. レポー卜の紹介

実習目標の内容に沿って学生のレポートを紹介す

る。

まず看護の対象の理解について，“対象理解"の

カテゴリーに含まれている例をあげる.

[記述例 1] 

病気にかかった当初は「なんで自分だけがこん

な苦しい思いをしなければならないのか」という

気持ちでいっぱいだったけれど， Aさんは，最

近ょうやく今の病気とうまく付き合えるようにな

ったといっていた.痛みや息苦しさが急に襲って

きたとき，まずは横になり深く呼吸をするとだん

だん楽になり，病院に電話をするなど落ち着いて

次の行動に移せるのだそうだ.

長い療養生活を通じて自分なりにこの病気の特徴

を理解して，病気を恨む気持ちよりも今をどう快

適に過ごすかを考えるほうに気持ちがむいてくる

と話して下さった.

酸素マスクを外したら一見健康な人と変わりな

く見える方でしたが，私は体調のいいときの A

さんを見ているからそう思うだけで，今までの苦

しみ，悲しみを経験し乗り越えてきたことが， A

さんの病気に対する姿勢から伝わってきた.

看護の専門分野で働くにあたって，私が大切だ

と思うことは，想像力を働かせるということだ.

相手の立場に立って考えることは普段の生活にお

いても大切なことだし，そういう心がけが相手の

心を思いやるという気持ちを自然と身につけさせ

てくれるのではないかと思う.

{記述例2] 

近年，日本は，世界 1位の長寿国である.保健

・医療・福祉問題は，常に，問われている.政治

・経済などは，はっきりよくわからない.だけど，

国家予算のうちの，保健・医療・福祉面におけ

る，経済的ゆとりをもっととるべきだと思った.

老人が肩身の狭い思いをしたり，従事者がひどい

負担を感じたりすることは間違っていると思う.
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今までニュースで、見ていただけだ、ったが，実際見

て，痛感した.これまで聞くだけだ、った問題が実

際行くことによって，肌で感じられるようになっ

た.

これは，この実習において，得られたとても大

きなものだと思う.将来の，医療従事者として，

小さな一歩だけど，今の私には，とても大きな一

歩であった，と思う.

記述例 1について，実習においては当日に初めて

患者と対面し会話した時間は 1時間半ほどであった

が，患者は学生に対し病苦とそれを乗り越えてきた

今の気持ちをありのまま語り，また学生もレポート

に表現できている.学生の受け持つ患者について

は，状態が安定しておりコミュニケーションの取り

やすい患者という条件で臨床側に依頼したため，患

者の方が学生を受け入れられる人柄であったという

ことも考えられる.そのことをふまえてみても，こ

の学生には，その場で人間関係を作りながら話に耳

を傾けコミュニケーションを深める能力，患者の内

面性やそれまでの過程を想像し，感じとり表現でき

る資質がうかがえる.

記述例2については，社会状況についての既存の

知識とつなげて理解していこうとする学生の姿勢が

読み取れた.

次に療養環境の理解について“施設の概要"“環

境"のカテゴリーに含まれたレポートを紹介する。

{記述例 3] 

病院も福祉施設も患者個人の希望，ニードを満

たした看護を実践するために，設備内，食事面に

おいて工夫を凝らし，衛生面ではかなり慎重に配

慮している.しかし，どんなに設備が整っていて

も患者を介護する人によってその患者が快適に過

ごせるかどうかが決まる.それは精神的なもので

ある.

入院患者にとって看護者は，心の支えにならなく

てはならない.病気についての悩み，これからの

生活のことなど，相談に応じ適確にアドバイスし

なければならない.そのために看護者は看護にお

ける幅広い知識を必要とする.

[記述例 4] 

施設の中の一つ一つの構造を見るだけでもそこ

で働く人達のやさしさが見てとれる.全てが利用

者や患者さんにとって快適であるようにという願



いによって，その場その場，その時々で改善して

いるそうだ.

例えば， B荘のたたみについてである.当然お

年寄りの方はたたみの生活を好む.しかしたた

みというのは，もしそこに便がつけば，入りこん

で寮母さんがそうじをするのにも大変なことにな

ってしまう.そこで，目の非常に細かいたたみを

しくようになった.板ばりにすれば，そんな苦労

もいっぺんに解消されるのだが，やはりそうしな

いのは，利用者が，今まで暮らしてきた環境にで

きるだけ近い環境で安心して生活できるようにと

いう人々の考えから成っているのだと思う.障害

のある人や家族と何かトラブルがある人，一人暮

らしでさみしかった人，そんな人達にとって全く

知らない施設に入ることは勇気がいることだし

不安や心配もかなり大きい.ある寮母さんが言っ

ていたが「ここは病院の精神科ではないから，利

用者 1人1人の部屋にかぎは決してかけない.あ

くまでここは生活の場.家で，他の人を家族が外

からかぎをかけることをしないで、しょう.Jという
ことだ.私はなるほどと思ったが，痴呆の人を介

護するのはとても忍耐がいるから，私が実際にお

世話をした後にこう言えるかはわからない.しか

し，こう言えるようになれるような人でありたい

と切実に思った.この言葉はいつまでも私の中で

残っていると思う.

看護には，一人ひとりの患者について，また共通

した条件を持つ対象グループについて，健康障害ゆ

えに必要とされる条件を考慮し療養環境を整えてい

く役割がある.記述例 3・4のように学生は施設見

学や説明を通し，利用者主体の環境というとらえか

たをしており，看護者としての視点で環境を理解し

ようとする姿勢が読み取れた.そして様々な配慮の

奥に流れる職員の方々の意欲や姿勢を感じ取ってい

た.

そして看護の理解について“看護とは"のカテゴ

リーのなかから例をあげる.

{記述例 5] 

病気，障害によって自分自身の存在価値は全く

損なわれていない.ところが，人は失ったものや

病んだ部分だけに目を向け，偏った価値観に支配

されてしまうことが多い.だから看護する立場の

人は誠実さで接し，信頼される人間関係を作り上

げることが大切である.そうすれば，患者は失っ
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ていた自尊心を取り戻したり，病気を治したいと

いう意欲を呼び起こしたりすることができるだろ

う.しかし理論で説明できても，実際にそれを

行動に移すことは容易でない.誠実さ，やさし

さ，思いやりといった心は欲しいと思ったからと

いって，すぐに身につくものではない.まして，

他人から譲り受けるものでもない.日頃から常に

視野を広げ，また広い心で人に接することが必要

である.これが今の私にできることの 1つであろ

っ.

[記述例 6] 

2日間という短時間で体感したことは，私が痛

みをわかろうとしてもそれは大半不可能で患者さ

んの言葉を信じるより仕方がないと思った.私達

健常者にとっては立った 1時間半の会話であって

も，相手には倍以上の体力負担になるかもしれな

い. I大丈夫ですか?Jと聞いても，返って来る
答えは決まって「はい.Jだ、った.

私も何となく答えはわかっていたが，その言葉を

信じてよかったのか今でも自信が持てずにいる.

また痛みといっても病気に対しての痛みだと一概

には言えないのではないだろうか.精神的な痛

み，病気に対する不安，寂しさなど感情から来る

痛みもあると感じた.

心の痛みまで本人以外の人が理解しようなんて到

底無理なのかもしれない.もしかすると身体的苦

痛の方が気づきやすいようにも思える.たとえわ

かったとしてもただの勝手な独断では相手の迷惑

にもつながりかねない.そういう風なことを感じ

るたびに看護婦が行なう看護はどこまで相手の生

活や気持ちに入っていいのか全くわからなかっ

た.けれど逆にこれからの 3年間を通しての課題

が出来た.学校の授業でまたこれからの実習で少

しずつ理解できたらと思う.

[記述例 7] 

今回の実習では医療と福祉，つまり看護と介護

を見学したわけだが， ~看護j と『介護』の違い

について少し調べてみた.

まず，看護について辞書を引くと「怪我人や病

人の手当・世話をすること.看病.Jと載せてあ
る.さらに看病を調べると「病人の介抱や世話を

すること.Jとある.そこで，解り易く看護婦の仕
事をもとに考えていきたい.看護の仕事を規定し



ているのは，保健婦助産婦看護婦法=保助看法で

ある.保助看法によると，看護婦の仕事には 2つ

の種類の仕事があって，ひとつは「診療の介助J.

もうひとつが「療養上の世話」となっている.

前者は主に点滴や注射，採血などの処置や医師の

行う処置の介助であり，それらは全て医師の指示

のもとに行われる.

一方，後者は患者の体を拭いたり，話相手にな

りながら生活指導をしたり，といった日常生活へ

の様々な援助・指導を行う.

つまり，看護婦は病気からの回復を援助する役目

がある。そのため，急変が考えられる人に対して

は絶えず予測的な観察をしながら，又，慢性的な

経過をたどる人に対しては，その人の求めている

暮らしに関して様々な情報を集めながら仕事をし

ている.

日常生活に関する援助を通して，患者を深く見つ

め，その人にとって不足しているものは何かを判

断している.ここで介護との違いを理解するため

のヒントが出てきた.つまり，介護は単に日常生

活の世話をすることであり，看護はあらゆる健康

のレベルの人を対象に病気とのつきあい方を指導

することである.そしてそのような指導が可能に

なるのは，日常生活の世話を通して，患者の性格

・癖・家族との関わりなど，深いところまで理解

することができてこそなのである.以上のことか

ら考えて，つまり介護とは看護の一部であるとい

えるのではないかという結論に至った.

人間の内面理解と，それに基づいた看護ケアの実

施は，看護婦の感受性，人間性，人格的成熟，人間

観等に左右される側面が大きい.看護婦は自分自身

を見つめながら謙虚に学びを続け，病人の訴えてい

る内面の声なき声を聴くことを心がけながら看護を

していくことで成長していくのであり，記述例 5・

6にみられるように，学生はその出発点に立ったと

思われる.

また記述例 7のように，主体的に文献を活用して

理解を深めようとした学生もいた.

今回の基礎看護学実習は入学後初めての臨地実習

であったが，レポートの文脈数の分析結果において

“看護とは"のカテゴリーを中心に各カテゴリーの

内容がほぼまんべんなく記述されていたことや，記

述例に代表されるレポートの内容から，学生は実習

の目的・目標の達成に向かい意識を高めて現場をと

らえ，対象に向かつて心を働かせたり，過去の経験
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や知識と総合して理解を深めるという主体的な姿勢

を持ち始めていた.

さらに実習中に感じた自分の未熟さや無力感，疑

問から，これから時間をかけて知識や技術を習得し

つつ探求していく看護の課題を見出し，意欲につな

げていることが，全員が何らかの「自己の課題」を

見つけていること， I実習に対する気持ち」の実習
前後の変化，記述例 6のようなレポートの内容から

とらえられた.意欲を持っきっかけや後押しには，

実習で接した看護者の姿や対象者からの励ましがあ

ったことを記述している学生もいた.そして，現場

の実際に触れ，目指そうとする世界がどういうもの

かを「肌で感じたJ，I実感した」と述べ， I実習は
講義ではわからないことをわからせてくれるものJ，
「実習を通して，改めてこれから自分が進む場所が

どういうものなのか，また今何をしなければ成らな

いのか，何が必要なのかを考えさせられた 2日間だ

った.Jと実習の意義について触れていたレポートも

あった.これらは大下ら4)の「臨地実習後における

学習者の意欲が非常に高い.J I現実の看護の場で働
く人の中から，理想、の姿を見出したことで，そこに

近づきたいという意欲がわいたのである.J I失敗を
して，そのことから自分の力を自覚し，勉強しなけ

ればならないと思う.こうした意欲の生まれ方もあ

る.J I看護という自分の課題とする行動の対象(患
者)が見えたということが，意欲のもとになってい

る例も多い.感謝の気持ちゃ励ましの言葉を受けた

場合，それは特に大きな効果として表れている.Jと
いう研究結果や，杉本ら5)の「早期の臨床実習は講

義や演習に現実感を与え，興味を喚起する点で効果

的であることが確認できた.Jという研究結果と同様
の傾向を示していた.目標達成に向かい，今回の実

習から改めて本当の学習が始まっていくのではない

かと期待された.

藤岡ら6)は， I看護学生は，単に最新の医療の知識

・技術の保有者であるにとどまらず，何が看護で，

何が看護でないかを，自分の力で探求していけるよ

うな能力と，そのための態度や意志を育まなければ

ならない」と述べ.また安酸71は「学生が本来持っ

ているであろう知的好奇心を刺激しながら，主体的

な学習者としての成長を促進するプログラムが必要

だ」としている.本研究を踏まえ，教員側としては

学生の成長の芽を大切に育み，自ら看護の意味や価

値をつかんでいけるような指導を，講義・学内演習

・臨地実習を通して行いたいと考える.そのための

すぐれたデータ源のーっとして，今後も継続して実



習レポートを分析し看護者としての学生の成長と

教育的課題を追っていきたいと考える.

結論

1.レポートの文脈数における学生全体の状況とし

て，記録内容から見ると「わかったことJI考えた
こと」が8割を占めていた.そして，これらの内容

がレポートに占める割合が，学生一人一人の丈脈数

の個人差に関係していた.また「自己の課題」につ

いては文脈件数にほとんど差はなく，全員が見出す

ことが出来ていた.しかし「調べたこと」は全体の

中でも少数であり，今後実習場面を想起させる講義

や学内演習をとおした文献活用についての指導を行

っていきたい。またレポートの文章表現についても

指導の必要性がある.

カテゴリー別からみると“施設の概要"“対象理解"

“看護とは"“環境"が同程度の割合でとらえられ，

学生は見聞きしたものから改めて，様々に看護につ

いての認i哉や思考を深めるという学びをしていたこ

とがわかった.

2. レポートの具体的内容からは，学生が看護の対

象に向かつて心を働かせ，自分の過去の経験や知識

と総合して判断・理解しようとする，主体的な姿勢

が読み取れた.そして将来の目標をより明確にとら

え，自分に課題を課し，実習後の意欲の高まりを見

せており，この基礎看護実習が今後の学習への十分

な動機づけとなっていたことがわかった.

3.教員側としては，主体的な学習者そして看護者

としての学生の成長を育むため，講義から実習まで

一貫した，学生自ら看護の意味や価値を見出せる学
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習が行えるような指導を行なっていきたい.そのた

め今後も継続して実習レポートを分析し、学生の看

護者としての成長と教育的課題を追求していきた

し、.
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